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前 書 き 

 本書は、各種リサイクル法の評価、企業での製品の環境評価に活用され、環境評価

法として定着しつつあるライフサイクルアセスメント（LCA: Life Cycle Assessment）に関

して、日本エネルギー学会誌に 2005 年 2 月から 12 月に掛けて計 10 回の講座として

連載されたものを合本して単行本としたものである。執筆者は、いずれも第一線のライ

フサイクルアセスメントの研究者である。 

 LCA に関しては、日本 LCA 学会（むろん執筆者の方々も会員として参加されている）

がある。LCA 学会が LCA 手法そのものの研究に関する学会であるとすれば、講座の

読者である日本エネルギー学会の会員は、環境評価手法のツールとして LCA を利用

する立場に近い方々であり、その中にはこれから LCA などの環境評価手法を学ばれ

る学生会員も含まれている。日本エネルギー学会誌連載の講座では、LCA 手法に関

して概要から始まり具体的な手法およびその周辺展開の状況について、平易に説明

することを目途として企画された。 

 今回、単行本として出版するに当たっては、講座連載時以後の LCA に関連した ISO

規格の改訂などの状況変化を踏まえつつ、また日本エネルギー学会の会員以外の読

者の方々に読みやすくという観点にも立ち、訂正、補遺などの修正作業を施した。 

 繰り返しになるが、本書は「ライフサイクルアセスメント（LCA）とは何だろう？」という

素朴な問い掛けに、簡単に答えられるようにという視点に立って（まさに講座として）執

筆された、言ってみれば How to 本である。実際に LCA を実施、あるいは研究したい

向きには、各章末の引用文献などを辿るほか、日本 LCA 学会の門を叩くことも選択肢

となろう。 

 最後に、出版に際して、原稿執筆および校正に御尽力いただいた執筆者の方々に深

謝して、前書きとさせていただく次第である。 

2006 年 12 月 

社団法人日本エネルギー学会 

会誌編集委員会 副委員長 八木田浩史 

（日本工業大学） 
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